



筒 井 は る 香
Ⅰ　問題の所在
１　新しい鍵盤楽器の登場


























































































小節 声部 拍 詳細 強弱変化記号
①  1 左 3 es から 2小節目第 1拍 dにかけて クレッシェンド
②  5 左 3 es から 6小節目第 1拍 dにかけて クレッシェンド
③ 16 右 3 des2 から 17 小節目第 1拍 b2 にかけて クレッシェンド
④ 17 左 3 Gから 18 小節目第 1拍 fes にかけて クレッシェンド
⑤ 18 右 3 ces2 から 19 小節目第 1拍 as2 にかけて クレッシェンド
⑥ 19 左 3 As から 20 小節目第 1拍 f にかけて クレッシェンド
⑦ 29 左 3 Fから 30 小節目第 1拍 cにかけて クレッシェンド
⑧ 32 右 1 f1 から第 2拍 f2 にかけて クレッシェンド
⑨ 34 左 1 f から第 3拍 f（初版ではF）にかけて ディミヌエンド





が、2009 年に出版されたヘンレ版の校訂報告では２月 20 日に訂正されている。
Wolfgang	Boetticher	ed.,	Robert Schumann, Humoreske op.20,	München	1988.	
Ernst	Gertrich	ed.,	Robert Schumann Sämtliche Klavierwerke	Band	IV,	München	
2009.	
8）	1839 年１月 26 日にクララに宛てた手紙で「ロンドレットと、私が作った多くの小さ
な曲とをうまく合わせて、それらを「花の曲」と名付けるつもりだ」と記していたが、
結局、この計画は実現しなかった。Bernhard	Appel	ed.,	Robert Schumann, Neue 
Ausgabe sämtlicher Werke,	Studien	und	Skizzen,	Serie	VII,	Mainz	2011,	p.235























































き Theoretisch-Practische Anleitung zur Kenntniss und Behandlung der 
Phys-harmonika』op.50のことを指していると考えられる12）。これはつまり、
10）Eduard	Hanslick,	Geschichte des Concertwesens in Wien,	Wien	1869,	p.	259.
11）Allgemeine Musikalische Zeitung,	No.	49.	Dezember	1821,	Sp.	827.





























Musikhistorisches Museum von Wilhelm Heyer in Cöln. Katalog	I.	Band,	Besaitete	
Tasteninstrumente,	Orgeln	und	orgelartige	 Instrumente,	Friktionsinstrumente,	



























































15）	Stephan	Ritter	von	Keeß,	Beschreibung der Fabricate, welche in den Fabriken, 
Manufacturen und Gewerben des österreichischen Kaiserstaates erzeugt werden,	
Wien,	1823,	p.	209.	
16）Kinsky,	op.	cit.,	p.	338.	













































































宗教的な曲》作品 52 の導入曲（『チェチーリエ』第 14 巻所収、1835 年出版）
である。譜例⑤を参照していただきたい。ここでも和音が複数の小節にわたっ




























1839 年３月 20 日付けの日記には次のように書かれている。
「ブランダウ男爵は、とても見事にクラヴィーア＝フィスハルモニカ
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29）	2012 年に発表された Synofzik の論文では、シューマンの義父ヴィークが所有し
たフィスハルモニカを用いてクララが演奏会を行っていたことが明らかにされた。
Thomas	Synofzik,	“Friedrich	Wieck	und	die	Physharmonika	im	Robert-Schumann-	
Haus	Zwickau”,	in:	Schumann-Studien,	Band	10,	Sinzig	2012,	pp.	193-213.
118 内なる声が語るもの―シューマンの《フモレスケ》とフィスハルモニカ
楽器を不安定で、不完全で、非合理的であると考える一方、現代の楽器がそ
の対極であるかのような進歩史観的な観点から短命楽器を見るのではなく、
楽器の実態を調査し、そのような楽器を生み出した社会的背景、嗜好された
音楽表現の在り方について考察することが必要である。
またそうした考察の上に立って譜面を読み直し、古くて新しい演奏の可能
性を探りあてることも必要である。このような考察と実践の営みを積み重ね
ることによって音楽史や音楽作品を再検討するための新たな方法論を提示す
ることができるだろう。
付記
本研究は、独立行政法人日本学術振興会の「組織的な若者研究者等海外派遣プロ
グラム」（大阪大学大学院文学研究科OVCプログラム）による支援を受けた。
119
【写真①】フィスハルモニカのリード（金属製）、1825 年頃アントン・ヘッケル製作。
　　　　 先端の部分が振動して音が出る。
　　　　 （写真提供：ウィーン技術博物館）
【写真②】フィスハルモニカの送風器（＝ふいご）、1825 年頃アントン・ヘッケル製作。
　　　　 中央の小さな穴から空気を送り込む
　　　　 （写真提供：ウィーン技術博物館）
120 内なる声が語るもの―シューマンの《フモレスケ》とフィスハルモニカ
【写真③】1825 年頃のフィスハルモニカ（アントン・ヘッケル製作）
　　　　 ウィーン技術博物館所蔵（Inv.	Nr.	38.956）
　　　　 音域：C-c3　二本のペダル（右ペダルは空気を送るため、左ペダルは弱音用）
　　　　 （筆者撮影）
【写真④】クレッシェンドやディミヌエンドが付けられるフィスハルモニカ
　　　　 （1860 年頃、ペーター・ティーツ製作）ウィーン美術史博物館古楽器部門所蔵
　　　　 二本のペダルを交互に踏むことによって空気を送る。
　　　　 音域：C-c4.
　　　　 （筆者撮影）
121
譜例①　シューマン《フモレスケ》T.17-20　（ヘンレ版、1988 年）
譜例②　「クレッシェンドとディミヌエンドの演奏法」
　　　　	C.	G.	リックル『フィスハルモニカの知識と扱い方に関
する理論的実践的手引き』op.50（1835 年）より
122 内なる声が語るもの―シューマンの《フモレスケ》とフィスハルモニカ
譜例③　リックル編曲	シューベルト《セレナーデ》
　　　　	『フィスハルモニカの知識と扱い方に関する理論的実践
的手引き』op.50（1835）所収
123
譜例⑤　リックル《フィスハルモニカのための宗教的な曲》op.52
　　　　『チェチーリエ』第 14 巻（1835）所収
譜例④　コラールのように響く部分　シューマン《フモレスケ》T.447-482
124 内なる声が語るもの―シューマンの《フモレスケ》とフィスハルモニカ
譜例⑥　「内なる声」シューマン《フモレスケ》	T.251-274
